
京都大学宇治キャンパス産学交流会
　京都大学宇治キャンパス産
学交流企業連絡会と共催し、
エネルギー理工学研究所と平
成30年6月20日に、生存圏研
究所と9月19日に、防災研究
所と12月3日に、化学研究所と
平成31年2月26日に、宇治
キャンパスで開催しました。
　企業の方々が大学のキャンパス内において、研究者が進めて
いる最新の研究・開発や実験設備などに触れることを通じて、産
学の垣根を越える交流の場として定着し始めており、京都大学と
の共同研究や製品化に結びついた事例も生まれています。
　どの先生も、テーマや資料、話の内容を工夫していただいてお
り、参加者の方々にとって理解しやすい講演となっています。
　本交流会は、京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会の多
大なご協力により運営されています。ただ今、平成31年度の会員
を募集していますのでぜひご入会ください。

同志社大学・けいはんな産学交流会
　平成30年度は、「けいはんなリサーチコンプレックス」事業と共
催で、平成30年9月20日、11月14日、平成31年2月13日の計3
回、けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）で開催し
ました。
　「けいはんなリサーチコンプレックス」は、けいはんな地域に立地
する機関が協力して人のココロに寄り添う「超快適」な「次世代型ス
マートシティ」の実現を目指しさまざまな活動を行っていることか
ら、交流会のテーマも脳科学、人間科学等を中心にしたものとなっ
ています。
　こちらは、大学・研究機関の研究者が進めている研究内容や、研
究が目指す将来像などを、さらに深く掘り下げた内容を直接聞い
てみたいというご要望にお応えするもので、専門的な内容を含ん
だものとなっています。
　また併せて、学生やけいはんな地区に立地する企業が参加する
ポスターセッションを開催しています。学生と企業が互いの研究開
発内容について語り合い、理解を深めることができる場です。ここ
から次のステップにつながるヒントを得て、けいはんな地区立地企
業の研究開発の新展開につなげていただくととともに、将来的に
学生が、けいはんなの研究者として活躍していくことを期待してい
ます。
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１ 調査対象
　平成30年12月10日から平成31年2月22日の間に「技術相談、
依頼試験、機器貸付」のいずれかを利用された方

２ 回答数  227件

3 調査結果(概要)
　回答者の所属事業所を
所在地別に見ると、京都市
内95社、京都府内(京都市
を除く)は61社、京都府外
は71社でした。(図1) 
　事業所の業種は、製造業
が88％と最も多く、サービ
ス業4％、卸売業・小売業
4％、その他4％でした。製
造業の内訳は、電気機械・
電子部品が最も多く、化学･プラスチック･ゴム製品、鉄鋼･金属製
品、汎用･生産用･業務用機械と続きました。

今回利用の支援内容と満足度
　機器貸付の利用が70％と最も多く、依頼試験22％、技術相談は
5％でした。組み合わせてのご利用も3％ありました。(図2)

　支援の満足度につ
いては、得られた成
果92％、手続きの迅
速性94％、接客対応
95％、支援レベル
93％と、いずれも高
い評価をいただきま
した。(図3)
　職員の良いと感じ

られたところを尋ねたところ、説明の分かりやすさ75％、アドバイ
スの的確さ
40％などと
なりました。
(図4)

他の支援機関の利用
　今回と同様の支援が必要な場合に利用される他機関を尋ねた
ところ、府外公設試の利用が40％と最も多く、京都市産業技術研
究所28％、府外民間試験研究機関17％と続きました。府県を超え
て利用されていることがうかがえます。(図5)

　事業所所在地ごとでは、京都市内の企業は京都市産業技術研
究所が最も多く、京都府内(京都市を除く)の企業と京都府外の企
業は、府外公設試が最も多くなりました。

ご意見・ご要望
　当センターに強化・充実を求められることを尋ねたところ、機器
利用が87人と最も多く、技術相談56人、試験分析46人、セミ
ナー・講習会44人と続きました。(図6)

　技術センターでは、今後の事業展開や業務改善に役立てるため、利用者の皆さまを対象に、利用目的や満足度、ご要望などに
ついて伺う「利用者窓口アンケート」を実施しています。平成30年度の結果概要をお知らせします。
　ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。

　けいはんな分室では地元企業を中心に産学公連携を進めるため、京都産業２１と協同で、京都大学宇治キャンパスの４つの研究所
と同志社大学京田辺キャンパスと連携して産学交流会を開催しています。今回は、平成30年度事業の概要を紹介します。今年度も、
話題のテーマや今後の注目分野など、幅広く参加いただける交流会を開催しますので、多くの方々のご参加をお待ちしています。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター けいはんな分室　TEL：0774-95-5050  E-mail：keihanna@kptc.jp ●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

平成30年度「利用者窓口アンケート」の実施結果技術
センターから
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けいはんな分室の産学公連携
～新しい研究・開発のシーズを見つけ育てる～

技術
センターから

目　　的
　京都大学や会員企業間の業種を越えた連携を図る。

事業概要
　例会　4回/年
　●エネルギー理工学研究所、生存圏研究所、防災研究所、
　　化学研究所との産学交流会をそれぞれ1回実施
　●例会の終了後、研究所教員および会員間の情報交換、
　　連携を促進するための懇親会を開催

会　　員　36社（平成31年3月現在）

幹　　事
　三和研磨工業株式会社、株式会社山岡製作所、
　プラスコート株式会社

年 会 費
　1万円/社（セミナーなどの開催については、社内から複数
人数の参加も可、懇親会費用は実費を徴収）

入　　会
　会社名･所在地、担当者氏名･所属･電話･E-Mailを、けいは
んな分室までお知らせください。
　詳細は、当センターホームページをご参照ください。
　https://www.kptc.jp/sangakukou/kyodai-uji/

京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会会員募集中！

化学研究所研究室見学

図2　ご利用いただいた支援内容
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図3　ご利用の満足度

図4　職員の良いと感じられたところ

図1　所属事業所の所在地
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図5　利用される他機関
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図6　強化・充実を求められること
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